








ＨＨ：おそうじ？

Ｎ：そうだね。掃除したことある？学校の掃除・好き？
ＨＨ：ちょっとだけ。

Ｎ：（笑）そうだね。え－，これはどこだろう、場所は？
ＨＨ：教室。

Ｎ：教室。そうだね．掃除はいつする？朝？昼？夜？
ＨＨ：ここ？

Ｎ：ううん。この、日本で。
ＨＨ：……知らない。

Ｎ：知らない。う－ん。ここは、ビリチーバミリンはいつするの？
ＨＨ：月、水、金。
Ｎ：月、水、金。

（パネルのほうきを指して）これはなんだか分かる？この名前。
ＨＨ：ほうき…

以上のように、面接時、こちらの質問はほぼ全部理解し、ほとんど日本語で

答えた。否定する時は「いいえ」や「ノン」を使わず、首を振ることが多かっ

た。現在、州立中学に通いながら、午後は日本語学校で学習を続けている。母

親や２人の妹たちとは日ボ両語で会話。近所に住む母方の祖母とは日本語で話

し、時々ＮＨＫの衛星番組をいっしょに見る。現在、友人関係も日系人が多く、

１８歳になったら日本に就労に行きたいという希望を持っている。

＜コメント＞帰国後８年を経て日本語会話力を保持しているのは、４歳から

８歳という言語形成前期に日本で学校教育を受けたため、そして帰国後も学習

を継続しているためと考えられる。責任感の付与という観点から、日本語を幼

児部で指導している影響は大きく、再訪日を希望していることで、さらに高い

日本語保持モチベーションが確認される6)。

[事例Ｂ]ＫＨ（女）

1988年１０月生まれ。３歳で移住したという日系一世の父、日本語学校の通学

経験がない二世の母と同居。父親がまず1991年に、母親は１９９２年、ＫＨ（当時

４歳）と弟を連れて就労目的で訪日し、両親とも三重県阿山郡の自動車用バル

ブ製造工場で働いていた。ＫＨは、日本の保育所、幼稚園を経て小学校１年まで

通学。1996年まで約４年間滞日した。帰国後、一時日本語をまったく話さなく

なったという。現在、地元の小学校に通いながら、毎日午後は日本語学校で学

習を続けている。母親とは日・ボ両語を混ぜて会話、弟とはボ語で会話してい

るが、滞日経験の長い子どもといっしょに行動することが多いという。２０００年

には日本語能力試験４級に、２００２年には２級に合格している。
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Ｎ：ポルトガル語じゃなくって、日本語で全部ふつうに話そうと思えば、

話せる？

ＫＨ：アイー、難しくなると思う。（中略）

Ｎ：おじいちゃん、おばあちゃんとは何語で話すの？

ＫＨ：少し日本語と少しポルトガル語。

Ｎ：家でＮＨＫ見たりする。

ＫＨ：ＮＨＫ見ない。ブラジルのだけ。エ、キー…うちのビデオ壊れちゃった。

Ｎ：今、日本に連れてってあげるっていったら、行く？

ＫＨ:はい。

Ｎ：行って何をしたいの？

ＫＨ：仕事とか、する…

以上のように、面接時、こちらの質問はほぼ理解したようだが、時々母親の手

助けを必要とし、ポ語で答える場合もあった。－世の母方祖父母とは別居だが、

接触は多く、最近まで日本の子供番組のビデオをよく見ていたという。

＜コメント＞滞在期間が４年間と短くはないが、ＫＨの場合、幼児期での移動

であり、日本語保持の価値観は本人のなかで薄れはじめていることが観察され

る。面接時にも返事に少しボ語が混じるなど、会話力にやや衰退がみられた。

その一方で、日本語教育を「満足に受けられなかった」という母親の教育に対

する熱意があり、このことが学習継続に強く影響していると考えられる。

[事例ｑＫＭ（女）

１９８８年２月生まれ。日本滞在は３歳から１０歳までの７年間と非常に長く、千

葉県内の小学校に３年まで在鰭した。滞日中両親が離婚。帰国後は父親、祖父

母と同居。母親は現在も日本で就労している。ＫＭは毎週土曜日に母親との電話

交信を楽しみにしているという。

Ｍ名前と生年月日を言ってくれるかな。

ＫＭ：ＫＭ、１９８９年２月４日です。

Ｎ：おじちゃん、おばあちゃん、元気にしてる？

ＫＭ：はい、元気にしてます。（中略）

ＫＭ：お母さんは、今年ちょっと戻って、また（筆者注：日本へ）

行きました。

Ｎ：お母さんは日本のどこにいるの？

ＫＭ：ああ、ちゃんとはわかんない。
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Ｎ：Ｋちゃんは日本のどこにいたんだったつけ？

ＫＭ：ええと、千葉。

Ｎ：学校の名前とか覚えている？

ＫＭ：むつみ第三小学校…

以上のように、面接時、こちらの質問はすべて理解し、敬語も交えて日本語で

答えた。現在、地元の小学校に通いながら、午後は日本語学校で学習を続けて

いる。日本語学校のＨ先生によると、理解のスピードが非常に早く、逆にポ語

でのコミュニケーションに困難を感じているとのこと。同居の祖父母、弟妹と

の会話はすべて日本語で､ＮＨＫの連続ドラマが好きで毎日見ているという｡2002

年に日本語能力試験２級、2003年に１級に合格している。

＜コメント＞滞日期間の長さから、帰国当初のリエントリーショックが想像

され、両親の離婚にともなう母親不在も、再適応に負の影響を与えていると考

えられる。一世の祖父母との同居、兄弟間の日本語使用など、密度の高い日本

語環境の中におり、日本語保持モチベーションはかなり強いと考えられる。

［事例Ｄ]ＳＩ（男）

1989年１月生まれ｡二世の父と一世の母はすでに数回の在日就労経験がある。

最初に父のみが神奈川県で就労。この時、別れて住むつらさを経験し、２度目

（1997～９８年）は一家で瀞岡へ。ＳＩは静岡市内の小学校３年へ編入、４年生の

はじめまで通学した。滞日期間は４ヶ月ながら、渡日以前から日本語学校に通

っていたこともあり、日本語にもすぐ憤れたという。

ＳＩが通った学校には２０人ぐらいの外国籍児童がおり、週一回取りだし授業が

あった。ＳＩは小学校へ通う一方、週末は塾に通い、さらに通信教育でポ語の補
習を続けたという。

母親によると、イジメなどの問題に直面した経験から、Ｓｌを就学前から連れ

て行けばよかったと語る。子弟の教育を考えると在日就労は３年で帰国すべき

であると断言し、滞日の開始は】２歳以下で行うべきであることを提唱した。家

庭内言語は、６０％のボ語、４０％は日本語とのこと。

名前と生年月日を言ってくれるかな。

生年月日？

お誕生日はいつ？

あ、誕生日、１月１１日。

何年？

Ｎ
副
Ｎ
副
Ｎ
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SIX首をかしげて考える）？？？

面接時、こちらの質問はある程度理解したようだが、答えずに首をかしげる、

首を振るなどのジェスチャーが見られた。

＜コメント＞滞日中の補習や通信教育などボ語接触が、帰国後の再適応をス

ムーズにし、日本語の継続学習をも容易にしたと考えられる。母親の教育に対

する積極的姿勢が、日ポ両語の併学を促した例といえる。ＳＩは日本で就労を続

ける父親に会いに行く希望をもっており、こうしたことも日本語保持モチベー

ションとなっていると考えられる。

[事例Ｅ]ＲＥ（女）

１９８８年生まれ。日系二世の父は日本での就労を何度かくり返し、現在も在日

就労中（2004年帰国、現在同居)。二世で日本語学校付属幼稚園教師の母と同

居。父親は1990年に就労目的で渡日。ＲＥは２年後３歳の時、母親とともに、

父親の居住した岐阜県垂井町に２年半滞在した。帰国時５歳だったので、日本

での就学歴はないが、日本語学校のＨ先生によると、いつも日本語で質問し、

会話力は非常に高いという。母親によると、家庭内言語はポ語だが、近くに住

む祖父母とは日本語で話しているという。

Ｎ：生年月日をお願いします。

ＲＥ：ええっと、あ、生年月日ね。１９８９年１２月１５日。

Ｎ：何年？

ＲＥ：ええ、1988年。（中略）

Ｎ：日本にいた時のこととか、覚えている？

ＲＥ：ち上こつとだけね。

Ｎ：どんなことを覚えているの？

ＲＥ：うん、保育園にいた時のこととか…う－ん、友達とか…

Ｎ：友達の名前とかも覚えている？

ＲＥ：う－ん（笑)、私といつもいた子、うん、ブラジル人だけど、

ナターリャっていう子。それから、まゆちゃん…

以上のように、面接時、こちらの質問はほぼすべて理解し日本語で答えた。現

在、小学校に通いながら、午後は日本語学校で学習を続けている。家では、２

カ国語放送で日本のアニメを見るのが好き。日本の番組は日本語で見たほうが

面白いという。２００２年には日本語能力試験２級に合格している。
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＜コメント＞就学年齢前に獲得した日本語は、－世の祖父母との頻繁な接触、

日本語学校での学習継続などによって保持されていると考えられる。また日本

のアニメを日本語で積極的に楽しむ姿勢は、日本語・日本文化に対する肯定的

評価の表われと取ることができ、メディアを通した日本語学習・日本語保持の
可能性を示している。

[事例ＦIＨＴ（女）

1982年６月生まれ。日系二世の父は２度の在日就労経験があり、母も就労経

験のある二世。ＨＴは1994年１１歳の時、母とともに渡日、妹弟と父親のいた浜

松市で１年間小学校に通った。父親によると、来日後すぐ日本語に憤れ、在日

中は親子と妹弟とも日本語で話していた。日本人の友達もたくさんでき、帰国

時には帰りたくないといって泣いたという。帰国後は日本語学校にも通わず日

本人会との接触もないが、日本に行けば日本語はすぐ取り戻せると語った。
簡単な日本語の質問には聞き返しながら答えようとしたが、途中からボ語に

コードスイッチした。後半はすべてボ語で答えるようになり、日本語でのイン

タビューがなりたたなくなった。友達は非日系人が多く、恋人も非日系人だが、

就労目的の再訪日を検討しているという。

＜コメント＞滞日期間が短いにもかかわらず、言語的適応は早かったと言え

る。しかし、面接時に観察されたポ語へのシフトの状況をみると、その能力は

容易に衰退することを示している。ＨＴは日本を就労の対象国として考えており、
日本語・日本文化に対する関心は薄いようである。面接時、その能力を故意に

閉じているとおもわせるほど、著しい日本語の喪失が観察された。日本語の使

用機会や保持モチベーションが低いと、会話力が著しく後退する例であろう。

[事例Ｇ]ＫＮ（男）

1984年１２月生まれ。日系二世の父はＫＮが物心ついた時、すでに日本で就労

していたという。１９９０年５歳の時、日本に戻る父親とともに訪日。この時２人

の兄と姉はすでに日本にいた。９歳で帰国するまでの３年半、静岡県の幼稚園・

小学校に通った。帰国した時はまったくボ語がわからなかった。帰国後、小中

学校に通いながら、日本語学校にも通う。９７年に日本語能力試験１級に合格。
95～96年、2000～2001年に再訪日している。日本語学校のＨ先生によると、現

在日本語学習は中断しているが、日本人会の青年会活動に積極的に取り組んで
いるという。

面接時、質問はすべて理解し、はっきりした敬語で答えた。現在近隣のモジ

市内の私立高校に通い、非日系人の友達も多いが、日本人や日系人の方が「気
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が合う」という。いまは父親以外の家族すべてが在日。本人も再訪日の希望を

持っている。ポ語でも不自由しないが、住むならブラジルより日本の方がいい

と語った刀。

＜コメント＞１６歳にして既に３回の滞日経験があり、日本語・日本社会に対

して、強い肯定的態度を持っている。１３歳で日本語能力試験１級に合格してお

り、このことが強い自信と日本語保持モチベーションとなっている。また日ポ

両語の会話力が高いということで、地元日系人コミュニティからの期待がプラ

スに働き、ＫＮの再適応状況には破綻が見られない。

4.3Ｂ・ミリンの日本語環境とCAEJの日本語保持モチベーション

Ｂミリンで接触したＣＡＥＪには、一例（事例F-HT）を除いて帰国後の著しい

日本語喪失は見られず、日本語保持の傾向を有していることが観察された。考

えられる要因について以下に､同地域の日本語環境とCAEJの日本語保持モチベ

ーションの項目に分けてまとめておきたい。

1)日本語環境

先の４．２でも見たように、日本語学校での学習継続者で、本人両親とも学習に

肯定的であり、日系コミュニティ参加に積極的なＡ～ＥとＧは概ね日本語保持、

逆にＦのような学習非継続者で、日系コミュニティ不参加型は日本語喪失とい

う状況が観察された。

Ｂミリンでは、日本語学校の活動を中心とする日本語・日本文化への接触が大

きな意味を持っていると考えられる。同校では、２００２年の時点で、Ｈ主事以下

３人の教師（いずれも二世）によって、月曜から金曜日まで３クラス毎日２時

間ずつの授業が行われている。全生徒数は６５名であり、７歳未満の子どもを対

象に、幼稚園が付属している。ブラジルの日本語学校の711％は生徒数５０人以

下、887％が教師数１～５人で、学校形態としては地方の日本文化協会や日本人

会付属のものが５１２％にのぼる（国際交流基金サン・パウロ日本語センター事

業評価委員会,2001:ppl7)。これらの点からは、Ｂミリン日本語学校の場合、生

徒数においてやや大きいながら、教師数．学校形態においては、ブラジル国内

での平均的な日本語学校であるということができる。しかし、同校の授業時間

数は、各クラス週１０時間、年間３６０時間と、ブラジルの日本語学校ではもっと

も多いケースに属する。学習者の父母も、父兄会を組織し、学校運営に積極的

にかかわる。年間主要行事は、響き初め、フェスタジュニーナ、運動会、学芸

会、バザー、お話し大会などであり、夏休みや冬休みを利用して研修旅行8)など

も実施している。つまり、日本語学校に通うことによって、学習者の日本語と

の接触が大幅に増え、日本語を介した社会参加の機会も増加、日本語保持の家

庭環境も社会環境も同時に強化されることになるのである。
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また同校では、日本の小学国語教科書が使用されており、授業終了後に生徒た

ちが教室を掃除する姿が見られるなど、この地域の日系コミュニティの保守性

と日本語・日本文化への肯定的評価が観察される。さらに、日本語学校の父母

との面接から、ほとんどの父母が子供に日本語習得の強い期待を持っているこ

とが明らかになった。以下に、同地域の日本語環境を「日本語学校における日

本語環境」と「家庭・社会における日本語環境」とに分けて示しておく。

B､ミリンの日本縞環境

2)ＣＡＥＪの日本語保持モチベーション

ＢミリンのCAEJたちにとって、訪日は安易な選択ではなく、巧妙に選び取ら

れたストラテジーと考えることができる。当然、そのストラテジーの一環とし

て、日本語保持のモチベーションも働いていると考えられる。

「南米等の地域における日本語継承について考えるとき、まずそれが各個人

による主体的選択という点は共通に認識されるべきである」（佐々木,2003）と指

摘されているが、この地域のCAEJには、この「主体的選択」が行われているよ

うである。その選択には、日本再訪（就労、親族訪問、留学など）の希望と、

周囲でその例が豊富に見られること（事例Ｇ－ＫＮなど）が強力な要因として勘
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日本語学校における日本語環境 家庭・社会における日本iWi環境

・日本語学校諸行zllF：書き初め大会、フェス

タジュニーナ、連動会、学芸会、バザー、お
iiFし大会など

･学校外行靭への参加：サンパウロ七夕祭、

よさこいソーラン箆スピーチコンテストなど

・日本語学校父兄会：一～二１１tを中心とする
父母が日本i譜学校述営と活動をサポート

･他校との交流：マット・グロソソ・ド・ス

ル州の日本譜学校との交流

･家庭内言iili：各家庭によって異なるが、Iiih

後移住打が多いため､１１本i冊接触の機会は多
<、祖父1船・両親の世代の子どもに対するl」

本i;冊習11｝・保持の期待も大きい

・衛星放送（ＮＨＫ）受信：ほとんどの一'１ｔ
をふくむ日系家庭で受伯

･在日就労：親戚・知人の誰かが常に日本へ
行っているという状況

・１１本iWlの新IlH雑誌の獅説：サンパウロ新
間･ニッケイ新聞など邦字紙を市中心部の1１
系雑貨店で取り扱い。股盛期は６０部、２００４

年７月現在は10部前後に減少9１

.Ⅱ本語ビデオ：iliの【１１心部のＩＥＩ系雑貨店で

賃１１'し可能。（約400本）

．Ⅱ系組織での活１１U】：１１本人会（Ｂミリン１１

本文化協会）を細織。野球、ゲートボール、

サッカー、陸上競技など、スポーツもさかん

･職場での言iMj使艸1：ポ譜がふつうだが、１１

系人の多い職場では日ポ両搬併川も



いていると考えられる'０)。「日本語環境」で見た地域の日本語・日本文化に対す

る家族・コミュニティの肯定的評価、－世の祖父母との日本語コミュニケーシ

ョンも讃極的にこれを補強していると考えられる。また、組織としてではなく

CAEJ個々人として、サンパウロ市などで行われる日系イベントへの参加が純粋

に楽しみという評価も聞かれ、日本語保持モチベーションとして加算できる。

５．おわりに

すでに指摘されているように、継承語教育から外国語教育としての日本語教

育への完全なシフトのみと考えられていたブラジル日本語教育も、「デカセギ」

という現象によってその様相が変化してきている。この再度もたらされた日ポ

バイリンガル養成の可能性にわれわれはどう対処すべきであるか、その実態を

把握し、何らかの対策を講じる必要があろう（上甲,ZOOOpS8,佐々木,2003)。

このような状況の中で、CAEJたちの言語シフトが、日本語からボ語、あるい

はその逆といった一方的な言語シフトモデルではとらえにくいことも明らかに

なっている。在日就労にともなう移動でのCAEJの持つさまざまな心理的・時間

的負担の大きさを否定するものではない’1)。しかし、現実に行われている二国

間あるいは多国間の移動を考える場合､否定的にとらえられてきたCAEJのあり

方に、肯定的な面を見出すことも必要であろう。2004年７月の追跡調査では、４

人中３人が日本での就労の希望を持っていることが明らかになった。また、現

在は在日就労への希望を放棄したという別のＣＡＥＪも､最近までその希望をもっ

ていたことを明らかにしている。この訪日から帰国、帰国から再訪日という循

環はやみそうにない。

本稿では、Ｂミリンという限られた地域での事例を見たにすぎないが、そのよ

うないわば隠れた地域に言語資源や再適応のモデルが見出されることに、今後

の日本語教育における大きな意味と可能性を感じずにはいられない。すなわち、

加算的バイリンガルと多言語・多文化リテラシーの育成を視野に入れた教育活

動の対象としての可能性である。そのためには、日本で進行中の在日外国人児

童生徒の言語研究１２)や教育現場と常に連携を保ちながら、言語資源の発掘と子

どもたちへの支援の方法を模索していくことが今後ますます重要となろう。

付記本稿は、国際交流基金サン・パウロ日本語センター「ブラジルにおける

在日経験帰国児童生徒（CAEJ）の日本語実態調査」の成果の一部である。調査

地の選定や面接調査の実施に関しては、リリー・カッコ・カワムラ州立カンピ

ーナス大学教育学部教授の助言をいただいた。また、調査に協力してくださっ

たＢミリン日本語学校の先生方、父兄会および日本文化協会の方々、そして直
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接のインフオーマントであったＣＡＥＪの皆さん、資料貸与に応じてくださった

FolhadeBTitiba編集部へこの場を借りて厚くお礼を申し上げたい。

注

Ｉ）この調査については、中島（2001）において、その概要が報告されている。

2)Crjan9aseadolcscentescomcxpcnGncianojalDaoの頭文字を取った。
3）この部分は、モジ入植五十年祭祭典編纂委員会（1971）やFolhadeBiritiba各

号に加え、Ｂ・ミリン日本語学校父兄会の人びととの面接調査データによって記

述した。

I）ここでいう会話力とは、１)質問を理解する能力２)それに答える能力３)語蕊力

4)流暢さの点で評価されるコミュニケーション能力とする。

5)事例Ａ～Ｅについては文字化したデータを－部引用したが、ＦとＧについて

は面接時の条件から録音ができなかったため、データを引用していない。引用

したデータは、主に第２回目のものである。

6)２００４年の調査時では、就労目的の再訪日はあきらめたと語った。理由は、家

族、特に祖母と離れたくないとのこと。祖母とは日本語で会話しており、再訪

日の放棄が直接日本語保持モチベーションを弱めるわけではないと思われるが、

今後の変化が注目される。

7)2004年に母親との同居と就労目的で再訪日。

8)マット．グロッルド・スル州の農場体験と地元日本語学校との交流。
，)インターネットの普及などの原因が考えられ、ただちに日本語環境の衰退と
見ることはできない。

IC)Ａ～E、Ｇが習った日本語学校のＨ先生も、2004年７月現在、国際交流員とし
て長野県に在住。

'1)CAEJの持つさまざまな心理的負担とマイナス要因については、

NAKAGAWA(2001)が詳しくまとめている。

１２)例えば、母語．継承語．バイリンガル教育研究会の活動が注目される。すな

わち、「自然放置すれば消えてしまう継承語を人為的に育て、時代の要請するバ

イリンガルの人材づくりが可能かどうかは継承語教育にかかっており、この意

味で継承語教育は２１世紀の大きな課題である」（中島,佐々木,津田,向野,湯

川,2003）とされる問題意識は、ＣEAJに対する教育．支援の方向付けに多くの示

唆を与えてくれる。
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